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技術の特徴
・骨粗鬆症や前立腺癌予防が期待されるequol(エコール)の生産性の検討
・動物試験を用いた機能成分エコール生産性の検討
・ヒトの腸内フローラ(細菌叢)によるエコール生産性の検討

研究の内容
近年、equol(エコール)の骨粗鬆症や前立腺癌予防が期待されているが、その

他にも様々な機能性を有することが明らかにされつつある。このエコールは、イ
ソフラボンの一種ダイゼインから消化管内で常在する腸内フローラ（腸内
細菌叢）によって生産される。そこで、本研究では、動物を用いた栄養試
験やヒトの腸内フローラを利用したin vitro試験を活用してエコール生産性
を評価し、エコール生産性向上機能を有する食品やエコール生産性を付与
する腸内細菌のプロバィオティクスとしての利用につなげる。

今後の展開 本研究成果として、健常人の糞便から単離したディヒ
ドロダイゼイン生産菌やエコール生産菌(特許出願中)を活用して、さ

らに詳細に食品成分等によるエコール生産制御について検討してい
く予定である。
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腸内フローラは、イソフラボン代謝において重要な役割を果たしている。
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